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わが国、国土への働きかけの歴史⑥

列島保全への課題 国
の
か
た
ち
を
造
っ
た
「
明
治
と
い
う
時
代
」（
後
編
）

３
基
の
碑

　
　

岩
手
県
田
野
畑
村
島
越

　

明
治
政
府
は
、
鉄
道
や
通
信
網

の
整
備
と
合
わ
せ
、
河
川
改
修
を

国
の
直
轄
事
業
等
に
よ
り
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
当
初
は
舟

運
の
た
め
、
河
道
を
整
備
す
る
低

水
事
業
を
淀
川
・
利
根
川
・
信
濃

川
・
木
曽
川
・
北
上
川
・
阿
賀
野

川
な
ど
を
対
象
に
行
っ
た
が
、
鉄

道
整
備
に
よ
っ
て
舟
運
が
衰
え
る

と
、
高
水
事
業
と
い
う
洪
水
に
対

処
す
る
た
め
の
事
業
に
切
り
替
え

て
い
っ
た
。
こ
の
河
川
改
修
は
水

害
被
害
の
防
止
の
み
な
ら
ず
、
農

業
の
生
産
性
に
も
寄
与
し
た
こ
と

か
ら
、
熱
心
に
行
わ
れ
た
。

　

信
濃
川
は
明
治
以
降
に
本
格
的

に
治
水
事
業
が
行
わ
れ
た
河
川
で

あ
る
。
越
後
平
野
は
、
信
濃
川
や

阿
賀
野
川
が
運
ぶ
土
砂
に
よ
り
、

比
較
的
新
し
い
時
代
に
陸
地
化
し

た
低
湿
地
で
、
川
の
水
面
よ
り
低

い
土
地
が
か
な
り
の
面
積
を
占
め

て
い
た
。
田
は
深
い
湿
田
の
状
態

で
あ
っ
た
し
、
洪
水
が
あ
る
と
容

易
に
氾
濫
す
る
う
え
、
溢
れ
た
水

が
な
か
な
か
引
か
な
い
状
態
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら

分
水
事
業
の
提
案
は
あ
っ
た
が
、

費
用
や
全
体
の
合
意
の
困
難
さ
か

ら
、
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）
７

月
の
「
横
田
切
れ
」
と
い
わ
れ
る

空
前
の
大
出
水
を
契
機
に
、
大
河

津
分
水
工
事
が
始
め
ら
れ
た
が
、

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）
６
月

の
洪
水
で
大
破
し
、
改
め
て
31
年

に
可
動
堰
と
し
て
完
成
し
た
。
そ

の
後
の
い
く
つ
か
の
曲
折
も
経

て
、
越
後
平
野
は
米
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
以
降
の
治
水
に
は
、
そ
の

他
に
も
木
曽
三
川
の
完
全
分
離
、

淀
川
へ
の
琵
琶
湖
か
ら
の
出
口
で

あ
る
瀬
田
川
の
掘
削
や
洗
堰
の
設

置
、
淀
川
放
水
路
、
全
長
22
㌔
㍍

　

岩
手
県
田
野
畑
村
島
越
（
し

ま
の
こ
し
）
の
広
福
寺
に
昭
和

８
年
の
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の

記
念
碑
な
ど
３
基
が
並
ん
で
立

つ
。
古
い
碑
は
明
治
29
年
の
明

治
三
陸
地
震
津
波
に
際
し
同
31

年
に
建
立
さ
れ
た
「
三
陸
海
嘯

横
死
者
招
魂
碑
」。宮
城
、岩
手
、

青
森
３
県
の
死
者
や
流
失
家
屋

努
力
し
て
き
た
。
明
治
20
年
代
か

ら
30
年
代
に
か
け
て
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
防
波
堤
の

建
設
が
横
浜
、
大
阪
、
小
樽
な
ど

で
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
わ
が

国
に
も
建
設
技
術
が
蓄
積
さ
れ
、

関
東
大
震
災
後
、
驚
異
的
な
ス
ピ

ー
ド
で
横
浜
港
の
復
旧
を
図
り
、

防
波
堤
の
復
旧
に
わ
ず
か
９
カ

月
、
繋
船
岸
の
復
旧
に
わ
ず
か
19

カ
月
と
い
っ
た
記
録
も
残
る
。

　

明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
事
業
で

触
れ
て
お
き
た
い
の
は
台
地
の
開

発
で
あ
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
も

っ
ぱ
ら
沖
積
平
野
や
湖
沼
の
周
辺

の
開
発
を
行
い
、
堆
積
平
野
の
中

で
洪
積
層
が
台
地
化
し
た
洪
積
台

地
に
は
、
水
源
が
乏
し
い
こ
と
か

ら
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

明
治
に
な
っ
て
大
型
工
事
に
よ

る
広
域
的
な
台
地
開
発
が
可
能
と

な
り
、
各
地
で
大
規
模
な
用
水
事

業
が
実
施
さ
れ
た
。
矢
作
川
の
水

を
引
い
て
碧
海
台
地
を
開
発
し
た

明
治
用
水
、
猪
苗
代
湖
か
ら
導
水

し
た
安
積
疏
水
、
那
珂
川
か
ら
の

取
水
に
よ
る
那
須
疏
水
、
那
須
野

ヶ
原
用
水
な
ど
の
事
業
が
有
名

で
、
そ
れ
ぞ
れ
数
千
㌶
に
も
及
ぶ

大
規
模
な
開
発
で
あ
っ
た
。

　

京
都
で
も
、
琵
琶
湖
か
ら
の
導

水
に
よ
る
発
電
・
水
運
・
水
道
な

ど
を
目
的
と
す
る
疏
水
事
業
が
計

画
さ
れ
た
。
京
都
の
人
口
は
東
京

遷
都
を
機
に
減
り
始
め
、
江
戸
時

代
の
約
半
分
に
な
り
、
京
都
を
衰

退
か
ら
救
う
一
大
事
業
だ
っ
た
。

　

１
８
８
５
年
（
明
治
18
年
）、

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
田
邊

朔
朗
を
設
計
監
督
と
し
て
事
業
に

着
手
し
、
第
一
疏
水
は
90
年
に
完

成
。
こ
の
電
力
を
用
い
て
日
本
初

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

６

書

に
及
ぶ
荒
川
放
水
路
の
事
業
な
ど

が
あ
る
。

　

国
土
へ
の
働
き
か
け
の
基
礎
と

な
る
社
会
資
本
に
関
す
る
個
別
法

規
は
、１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）

に
河
川
法
、
１
９
１
３
年
（
大
正

２
年
）
に
運
河
法
、
19
年
に
道
路

法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。
し

か
し
、
港
湾
に
関
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
た
の
は
戦
後
で
、50
年（
昭

和
25
年
）
に
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ

の
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
と
い

う
考
え
方
を
背
景
に
港
湾
法
が
整

備
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
港
湾
に
対
す
る
努

力
が
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
横
浜
港
を
近
代
化
す
る
な
ど

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
④

数
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
他
の
２

基
は
昭
和
８
年
の
昭
和
三
陸
地

震
津
波
の
記
念
碑
で

　

大
津
波
く
ゝ
里
て
め
け
ぬ

　

雄
心
も
て
以
左
追
ひ
進
み

　

参
ゐ
上
ら
ま
し　
　

英
彦

　

と
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
地
震

発
生
当
初
か
ら
津
波
の
来
襲
、

村
の
被
災
記
録
を
記
す
。「
す

べ
て
」
と
刻
ま
れ
た
残
る
１
基

の
碑
文
が
教
訓
を
伝
え
る
。

一
、
ヂ
シ
ン
ガ
シ
タ
ラ
バ
ユ
ダ

ン
ヲ
ス
ル
ナ

一
、
ヂ
シ
ン
ガ
ア
ッ
タ
ラ
タ
カ

イ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ヅ
マ
レ

一
、
ツ
ナ
ミ
ニ
オ
ハ
レ
タ
ラ
タ

カ
イ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ガ
レ

一
、
チ
カ
ク
ノ
タ
カ
イ
ト
コ
ロ

ヲ
ヨ
ウ
イ
シ
テ
オ
ケ

一
、
オ
カ
ミ
ノ
サ
ダ
メ
タ
ヤ
シ

キ
チ
ヨ
リ
ヒ
ク
イ
ト
コ
ロ
ニ
家

ヲ
タ
テ
ル
ナ

参
考
：
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
道
路
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
津
波
被
害
・
津
波
石
碑
情
報

ア
ー
カ
イ
ブ
」

昭和八年津浪
記念碑

三陸海嘯横死
者招魂碑

「すべて」と
象徴的な教訓
を刻む碑

 
治
水
事
業
で
農
業
生
産
向
上
も

の
市
電
（
京
都
電
気
鉄
道
）
が
京

都
を
走
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
日
、
南
禅
寺
近
く
で
勢
い
よ

く
水
が
流
れ
る
疏
水
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
千
年
の
都
に
明
治

の
水
路
が
美
し
い
水
辺
風
景
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
様
子
を
み
る
た

び
に
、
明
治
人
の
国
土
に
か
け
た

情
熱
を
感
じ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

に
よ
り
、
農
業
用
水
や
上
水
を
確

保
し
て
開
発
と
定
住
を
促
し
、
発

電
に
よ
っ
て
製
糸
業
な
ど
の
新
産

業
を
興
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

明
治
の
日
本
は
こ
う
し
た
国
土

造
り
に
よ
っ
て
近
代
的
な
国
家
へ

の
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
れ

ら
の
事
跡
は
江
戸
の
事
業
と
と
も

に
今
日
の
私
た
ち
に
も
恵
み
を
与

え
る
国
土
造
り
で
あ
り
、
過
去
か

ら
現
代
へ
の
贈
り
物
で
あ
る
。

大河津分水路と可動堰（出典：北陸地方整備
局ホームページ）

京都を衰退から救った琵琶湖疏水

とうごう
福田幸一駅長

　歌人若山牧水のふるさと東郷町にある

宮崎県日向市東郷町山陰辛 244-1
国道 327/446 号　TEL.0982-68-3072

道の駅です。物産センター詩季彩では、旬な野菜や
地元加工品が好評で、そら豆の一種「ト豆」を使っ
た郷土食「おはぎ」や、レストランの「とりごぼう
牧水そば」が人気です。そば打ちなど加工体験施設
「ふるさと味工房」にもお立ち寄りください。

くめなん
小坂守駅長

　久米南町は浄土宗の開祖法然上人の生

岡山県久米南町下二ケ 1367-1
国道 53 号　　TEL.086-278-3553

誕地で、川柳のまちとしても知られ、百選になっ
た面積日本一の北庄棚田など駅近辺は見所いっぱ
い。出荷量県内一の柚子をはじめ葡萄（ピオーネ）、
松茸、苺が特産で、久米南産柚子を使用したゆず
の酒やマドレーヌは当駅一押し商品です。

富士川楽座
伊藤高義駅長

　2000年3月の開館以来、まもなく来場

静岡県富士市岩渕 1488-1
静岡県道 10 号線　　TEL.0545-81-5555

客数5000万人をむかえます。東名高速道路上り線、
富士川ＳＡからもアクセスできます。食事ができ、
遊びながら学ぶこともできる、多目的複合型施設で
す。世界遺産になった富士山は、館内のいたるとこ
ろから望められるようなつくりになっています。




